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表1短日処理日数の違いが開花に及ぼす影響
1　は　じ　め　に

スナップドラゴン（和名：キンギョソウ）は，長日条件

で花芽の形成，開花の促進がなされる相対的長日植物であ

り，夏期の高温長日期に栽培すると．切花長が短く，茎の

細いボリュームのない花容となり，夏秋期の出荷は問題が

多い。そこで，夏秋切り栽培における短日処理が生育，開

花，切花品質に及ぼす影響について，播種期と短日処理期

間を変えて検討したので，その結果について報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試品種　満月．ライトピンクバタフライ

（2）区の構成
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（3）試験規模1区35個体

（4）耕種概要　6月17日播種：仮植期　7月1日（本葉

2枚出始め），定植期7月19日（本葉4枚時）。7月1日播

種：仮植期　7月19日，定植期　8月3日。短日処理は定

植期から開始，サンシルバーをPM5：00～AM8：00ま

で被覆し9時間日長とした。栽植距離は条間12cmx株間12

cmの5条植え。施肥量は基肥（短／a）N，K20各1．0kg，

P2051．2kg。

（5）栽培条件　無加温ビニールパイプハウス

3　試験結果及び考察

（1）切花期

両品種とも6月17日播種では，短日処理日数0日（自然

日長）区が9月上旬，短日15日区が9月上・中旬，短日30

日区が9月中・下旬，短日45日区が10月上・中旬，7月1

日播種では，短日0日区が9月下旬～10月上旬，短日15日

区が10月上・中旬∴短日30日区が10月中・下旬，短日45日

区が11月中・下旬に切花期となり，播種期が遅れるほど，
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表2　短日処理日数の違いと到花目数
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また，短日処理期間が長いほど明らかに遅れた（表1）。

（2）到花日数

両品種とも自然日長（0［り区では，6月17日播種が77

～80日．7月1日播種が87－92日，短日処理区では自然日

長区より，6月17日播種の短日15日区で7～8日，短日30
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日区で16～18日，短日45日区で36－40日，7月1日播種で

は短日15日区で4～7，短日30日区14～22日，短日45日区

で51～59日多く要した（表2）。

（3）収穫物

切花長は両品種，両播種期とも自然日長（0日）区より

短日処理区で，また，短日処理日数の長い区はど勝る傾向

がみられた。6月17日播種の短日15日区では14～16CⅢ，短

日30日区で25cm．7月1日播種の短日15日区では5～7C叫

表3　短日処理日数の違いと切花品質
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4　ま　と　め

スナップドラゴンの夏秋切り栽培は，定植直後（本葉4

枚時）から9時間日長の短日処理を行うことにより，開花

抑制と切花品質向上の効果が認められた。

開花抑制日数は，短日15日間処理で1週間，30日間処理

短日30日区で10～16C叫短日45日区で32～45cm程度，短日

処理区が自然日長区より勝った。しかし．6月17日播種の

短日45日区では，短日30日区より劣る結果となった。節数，

切花重についても短日処理日数の長い区はど勝る傾向がみ

られた（表3）。

切花長別割合は，6月17日播種では短日30日区，7月1

日播種では短日45日区で切花長の大きい個体が多く，品質

も勝った（表4）。

表4　切花長別割合　　　　　　　　　　　　（％）
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で2～3週間，45日間処理で5～8週間であること，また，

切花長は，短日15日間処理で5～10cm，30日間処理10～25

皿，45日間処理では30～45cm程度，自然日長より増加する。

短日処理日数は，30～45日間が適当と考えられるが，品

種，播種期，栽培温度によって短日の効果が異なることか

ら，今後更に検討が必要と思われる。
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